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今月の表紙
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第44号

　暑中お見舞い申し上げます。
　初生谷地区にある不動の滝。落差約 30ｍあり、
滝壺周辺はマイナスイオンが溢れ、涼しさが感じ
られます。
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野
上
第
一
保
育
所
の
新
築
工

事
起
工
式
が
、７
月
11
日
に
町
、

保
育
所
関
係
者
ら
多
数
出
席
の

も
と
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
保
育
所
は
、
昭
和
49
年
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
今
回
建
て

替
え
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
保
育
所
は
、
鉄
骨
造

平
屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
１
，

３
３
２
．
５
㎡
。
保
育
室
、
調

理
室
、
遊
戯
室
な
ど
を
備
え
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
子
育
て

支
援
活
動
の
拠
点
と
な
る
子
育

て
支
援
室
も
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
太
陽
光
発
電
の
設

備
も
整
え
、
環
境
に
や
さ
し
い

施
設
も
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
は
、
来
年
１
月
予
定
で

す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
中
、
皆
様

方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

７
月
１
日
、
役
場
で
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
保

護
司
会
長
の
堀
本
順
亮
氏
が
和

歌
山
県
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
代
読
し
、
寺
本
町
長
に
伝

達
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
護
司
会
、
更
生

保
護
女
性
会
、
青
少
年
育
成
委

員
会
、
海
南
保
健
所
の
方
々
に

よ
り
、街
頭
啓
発
が
実
施
さ
れ
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
及
び

夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動
の

チ
ラ
シ
や
啓
発
用
品
を
配
っ
て

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

完成予想図

起工式風景

知事メッセージを代読する
保護司会長の堀本順亮氏

地鎮の儀を行う寺本町長

街頭啓発風景（野上郵便局前）

野
上
第
一
保
育
所　

建 

設 

へ

７
月
11
日
に
新
築
工
事
起
工
式

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

街
頭
啓
発
を
実
施

ただいま
「夏の子どもをまもる運動」
　実施中！　～ 8月 31 日
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未
来
を
拓
く
子
ど
も
た
ち

は
、
私
た
ち
の
地
域
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で
す
。

そ
の
子
ど
も
達
が
健
や
か
に
育

つ
た
め
に
は
、
家
庭･

学
校
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
と
力

を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

現
在
、
紀
美
野
町
で
は
、
地

域
の
人
材
が
学
校
と
一
体
と

な
っ
て
共
育
活
動
に
取
り
組

み
、
保
育
所
や
学
校
、
地
域
が

抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め
の
共

同
学
習
、共
同
実
践
の
た
め「
き

の
く
に
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
事
業
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
大
成
高
校
で
は

こ
の
事
業
の
一
翼
を
担
い
、
地

域
の
取
り
組
み
へ
の
参
加
や
連

携
を
図
る
こ
と
を
学
校
の
果
た

す
べ
き
使
命
の
一
つ
と
し
て
考

え
、
本
事
業
の
具
体
的
な
形
と

し
て
『
大
成
高
校
図
書
館
の
地

域
開
放
』
に
つ
い
て
取
り
組
み

ま
す
。

　

そ
こ
で
、

こ
の
計
画
が

実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ

た
際
に
、
図

書
館
で
図
書

の
貸
出
業
務

を
中
心
と
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
活

動
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
に

と
っ
て
も
、
楽
し
い
活
動
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

紀
美
野
町
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課（
中
央
公
民
館
）

　
　

℡
４
８
９―

５
９
１
５

　

３
年
目
を
迎
え
た
「
き
み
の

子
ど
も
見
守
り
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
へ
の
登
録
を
申
し
出
て
く
れ

る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。
６
月

か
ら
吉
野
地
区
の
15
名
が
新
た

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
区
長
さ

ん
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
じ
ら

れ
た
も
の
で
、
こ
れ
で
６
月
末

の
登
録
者
が
合
計
１
１
７
名
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、

子
ど
も
の
安
全
を
見
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
す
ま
す

心
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
き

み
の
子
ど
も
見
守
り
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
等
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
ま

で
。

（
℡
４
８
９―

５
９
０
９
）

　

７
月
10
日
、
日
本
ホ
ッ
ケ
ー

協
会
の
国
体
担
当
者
が
平
成
27

年
秋
に
開
か
れ
る
第
70
回
和
歌

山
国
民
体
育
大
会
の
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
の
会
場
に
内
定
し
て
い
る

紀
美
野
町
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
視

察
す
る
た
め
本
町
を
訪
れ
、
県

ホ
ッ
ケ
ー
協
会
、
県
、
寺
本
町

長
ら
町
関
係
者
が
出
迎
え
ま
し

た
。

　

視
察
に
訪
れ
た
の
は
、
同
協

会
の
堤 

雅
明
国
体
部
長
と
瀧

上
正
志
国
体
副
部
長
で
、
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
試
合
会
場
と
な
る

多
目
的
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

管
理
棟
な
ど
を
町
生
涯
学
習
課

の
職
員
か
ら
説
明
を
聞
き
な
が

ら
見
て
ま
わ
ら
れ
、
開
催
に
必

要
な
設
備
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

多目的人工芝グラウンドを視察する日本ホッケー
協会の担当者と町・県関係者

統計調査のお知らせ
全国消費実態調査にご協力をお願いします
　本年９月から１１月までの３ヶ月間にわたり、平成
21年全国消費実態調査が実施されます。
　この調査は、国民の暮らし向きを、家計の所得、消費、
資産の３面から総合的に把握する事を目的として、全国
の世帯から統計的な方法に基づいて選定された世帯を対
象に行われます。
　この調査の結果は、年金制度についての検討資料や、
住宅ローン返済の実態の把握など各方面で広く利用され
ています。
　なお、統計調査により集められた個人情報は「統計法」
により保護されます。統計調査員等の統計に携わる者に
は厳格な守秘義務が課せられているほか、記入していた
だいた調査票は集計が完了したのち溶解処分するなど、
厳重に個人情報を保護しています。
　調査員が皆様のお宅に伺いましたら、調査の趣旨をご
理解いただきご記入をお願いいたします。

問い合せ先　紀美野町役場　企画管財課
℡４８９－５９１３（直通）

紀
美
野
町
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

                  ―
 

大
成
高
校 ―

「
こ
ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　
　
　
　
　

が
増
え
て
い
ま
す

和歌山国体に向けて

紀美野町スポーツ公園を視察 !!
日本ホッケー協会

開
放
型
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集



2009・8 4

考えよう、大切に水を使うこと !!
～将来を安全・安心に暮らすため、
　　　　　　　　　　水を大切に使う社会へ～

水の週間：８月１日～７日

　私たちが生活していくうえで、水は貴重な資源であり、生活用
水、農業用水、工業用水などに利用しています。わが国は、世界
でも有数の多雨地域で、年間平均降水量が約１７００ｍｍと世界
平均の約２倍あります。しかし、降水量のほとんどが梅雨や台風
時期に集中するうえ、急峻な地形のため、降った雨が一気に流れ
出し、実際に使用できる水の量は少ない状況にあります。
　年間を通じて水の使用量が多い８月上旬、水資源の有限性、水
の貴重さなどについて、皆さんの関心を高め、理解を深めていた
だくため、毎年８月１日は「水の日」、８月１日から７日までの
１週間は「水の週間」と定められています。

あなたのお家はだいじょうぶ？　
日頃から電気安全を心がけましょう

８月は経済産業省主唱の
電気使用安全月間です

　コードや配線器具には電気を流してよい
限度があります。テーブルタップなどを
使ってたこ足配線をすると、過度の電流が
流れて大変危険です。電源の差込口を分け
るか、使用機器を減らすなどの対策をしま
しょう。

食中毒がおこりやすい気象条件になっております。
食中毒を予防しよう !!

正しい知識で食中毒は予防することができます

食中毒予防の
３原則

細菌をつけない！
（清潔）

細菌をふやさない
（迅速・温度管理）

細菌を殺す
（加熱）

食中毒予防のポイント
★調理の前後、トイレの後はせっけんで手を
洗う

★肉や魚を切った包丁、まな板をそのまま使
わない

　　まな板は、下ごしらえ用と、そのまま食
べるもの用、肉魚用と野菜用に使う面をわ

けるのがベストです。

★調理器具は「消毒」プラス「乾燥」で
　　食器類、フキンなどは洗剤で洗い、熱湯
ですすいでから塩素系漂白剤に浸して消毒
しましょう。

　　さらに熱湯で洗い落とし、日光にあてて

十分に乾かします。

★生肉を調理するときはプラスチック手袋を
　万が一、手に菌がついていても食べるま
でに増殖することを防げます。

☆食品は中心までしっかり加熱
　 　７５℃で1分以上加熱しましょう。ただ
し表面は加熱されていても、中心まで火が通
らないことがあるので弱火でじっくり加熱
を。

☆調理済みのレトルト食品や冷凍品もよく加熱
して
　　お弁当やお惣菜などは買ってきたらよく温
めて、すぐに食べましょう。また、冷凍食品
の揚げ物などは中心部まで火が通っているか
確認しましょう。

☆残り物を温めるときも十分に加熱を
　　カレーやシチュー、煮物などよく火が
通っていると思っている食品も、時間が
経つと細菌が増殖していることがありま
す。温めなおすときは、具の中心部まで
十分に加熱しましょう。
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６
月
22
日
、
第
３
回
シ
ル

バ
ー
交
通
安
全
大
学
が
〝
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
か
い
な

ん
〞
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
12
名
は
、
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
ス
ク
ー
ル
か
い
な
ん
の
職

員
指
導
の
も
と
、
視
野
角
度
の

測
定
、
乗
車
時
に
お
け
る
死
角

の
把
握
、
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
（
ア

ン
チ
ロ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ

ム
）
の
機
能
等
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学

は
、
高
齢
者
の
方
々
に
交
通
安

全
の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た

だ
き
、
地
域
の
模
範
に
な
っ
て

も
ら
お
う
と
開
い
て
い
る
も
の

で
、今
年
度
は
４
月
に
開
校
し
、

講
座
が
５
回
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

野
上
厚
生
総
合
病
院
で

は
、
約
５
年
前
か
ら
産
科
食
事

（
産さ

ん
じ
ょ
く
し
ょ
く

褥
食
）
の
充
実
を
め
ざ
し

て
、
出
産
と
い
う
大
役
を
果
た

さ
れ
た
妊
婦
さ
ん
に
病
院
の
中

で
食
事
を
通
し
て「
や
す
ら
ぎ
」

を
感
じ
て
頂
け
る
よ
う
、
病
室

に
い
な
が
ら
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー

が
味
わ
え
る
モ
ー
ニ
ン
グ
の
提

供
、食
器
や
盛
り
付
け
を
工
夫
、

好
み
に
応
じ
た
食
事
に
手
作
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添
え
る

な
ど
「
癒
し
食
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

退
院
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

「
食
事
で
癒
さ
れ
ま
し
た
」「
毎

日
の
食
事
が
楽
し
み
で
し
た
」

な
ど
産
褥
食
に
対
す
る
評
判
も

よ
い
そ
う
で
す
。

　

又
、
産
褥
食
以
外
で
も
食
思

不
振
の
患
者
様
に
は
可
能
な
限

り
個
人
の
希
望
を
か
な
え
る

「
ま
ご
こ
ろ
食
」
や
摂
食
・
嚥

下
障
害
患
者
の
た
め
の
「
ソ
フ

ト
食
」
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

  

同
病
院
栄
養
課
の
西
谷
幸
子

さ
ん
は
「
栄
養
管
理
の
重
要
性

を
認
識
し
、
患
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
食
べ
て
い
た
だ
け
る
病

院
食
づ
く
り
に
、
栄
養
士
、
調

理
師
、
力
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
絶
好
の
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。
町
内
の
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
で
は
、
休
日
と
も

な
る
と
県
内
外
か
ら
の
家
族
連

れ
ら
で
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

夏
休
み
に
入
っ
て
最
初
の
休

日
の
７
月
18
日
、
の
か
み
ふ
れ

あ
い
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

で
は
、
20
区
画
あ
る
サ
イ
ト
の

ほ
と
ん
ど
で
色
と
り
ど
り
の
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
、
家
族
連
れ
が

食
事
の
準
備
を
し
た
り
、
キ
ャ

ン
プ
場
横
の
芝
生
広
場
で
ボ
ー

ル
遊
び
を
し
た
り
と
楽
し
く
過

ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

枚
方
市
か
ら
家
族
４
人
で
来

ら
れ
た
と
い
う
男
性
は
、「
こ

こ
へ
来
る
の
は
２
度
目
で
す
。

施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
２
泊

３
日
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

乗車時の注意点などを学ぶ受講者

モーニング

メッセージカードが添えられた産褥食

くつろぐ家族連れ

満杯のふれあい公園オートキャンプ場（7月18日）

〝
癒い

や

し
食
〞
に
取
り
組
む
!!

産
科
食
事

教
習
所
の
コ
ー
ス
で

　
　

実
技
講
習
を
実
施

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
大
学

野
上
厚
生
総
合
病
院

に
ぎ
わ
う
町
内
の
キ
ャ
ン
プ
場

キ
ャ
ン
プ
シ
ー
ズ
ン　

    

　
　
　
　
　

  

到 

来
!!
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教室名 日　　時 場　　所
コアラ ８月　４日（火）９：３０～１１：３０ 子育て支援センター（水遊び）
カンガルー ８月２６日（水）９：３０～１１：００ 総合福祉センター

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

子育て支援センター

自然体験世代交流センター

育児相談

毎 週 月 曜 日 ／ 9：00～11：30・14：00～16：30
第１・３・５週の木曜日 ／ 9：00～11：30

鎌滝６３６ （℡４９５－３１２７）　毎月　第２・４週の木曜日／9：30～11：30

子育て支援センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡　４８２－０６００）

8月の日程
■場　所：総合福祉センター  ５日、１２日、１９日、２６日（いずれも水曜日）
■時　間：午前９時～１１時
★母子健康手帳・健康手帳・健康管理ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
　保健福祉課  TEL ４８９－９９６０

★遊びの教室のご案内
〈お申込みは、子育て支援センター　℡489-9711まで〉

■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

※留守の場合は　第二保育所

★保育所開放のご案内〈お申込みは、各保育所まで〉
○第一保育所：８月　４日（火）・１８日（火）℡４８９－２１４４
○第二保育所：８月１０日（月）・２４日（月）℡４８９－４９５３
○小川保育所：８月　７日（金）・２１日（金）℡４８９－２４０５

○神野保育所：８月　５日（水）・１９日（水）℡４９５－２０４９
○毛原保育所：８月２６日（水） 　　　　　　　℡４９９－０１３１

虐待予防に関する相談窓口 地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：30～17：30）℡489－9960（直通）
　　　　休日・夜間（17：30以降）℡489－2430
〔場　所〕紀美野町下佐々1408－4  紀美野町総合福祉センター内

海 南 保 健 所 だ よ り
事業名 対象・内容等 日　時

健康相談 健康診断書の作成
一般健康相談

８月１１日（火）　　１４：００～１６：００
８月２５日（火）　　１４：００～１６：００

エイズ検査 エイズの各種相談 ８月１１日（火）　　１４：００～１６：００
８月２５日（火）　　１４：００～１６：００

検便 ８月１１日（火）　　１４：００～１６：００
８月２５日（火）　　１４：００～１６：００

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医が相談に応じます。

８月１２日（水）　　９：００～
８月２０日（木）　１３：３０～
８月２４日（月）　１３：３０～
※予約制です。

骨髄バンク登録検査 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手
続きを行います。

８月１１日（火）　１５：００～１６：００
８月２５日（火）　１５：００～１６：００
※予約制です。

医療安全相談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　　９：００～１７：００
エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は

約２週間後）にお知らせします。
８月２５日（火）　１７：００～１９：００
※予約制です。
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障がい者巡回相談のお知らせ

お問い合わせは保健福祉課まで（℡４８９－９９６０）

健康づくりコーナー

ヘルシー料理にチャレンジ！
（料理教室 Part.12）

 

※栄養士の山野です。

同じ具材でも、調理法でヘルシーに！
ヘルシー料理のコツ！お教えします！

日  時 ８月２８日（金）
午前９時３０分～昼食終了まで

場  所 総合福祉センター（調理実習室）

内  容 調理実習と講話
「更年期からの動脈硬化を防ぎましょう！」

持ってくる物 エプロン、三角巾、持ち帰り用容器

参加費 ２００円

定　員 20名

申し込み
締め切り

８月２１日（金）※但し、申込者多数の場合は抽選
により決めさせていただきます。

申込み先 保健福祉課（℡４８９－９９６０）

特定健康診査（国民健康保険）及びがん検診のご案内

■国保特定健診対象者：40-74歳の紀美野町国保加入者。健診費用は無料。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）
■各がん検診対象者：20歳以上の紀美野町民。検診費用は、がん検診１種類ごとに500円（40歳以上は無料）。

～年に一度はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！～
【平成21年度の集団健診日程】申込みは保健福祉課まで！

日　　　程 場　　所 国保特定
健診

胃がん 
検診

大腸がん
検診

肺がん 
検診

乳がん 
検診

子宮がん
検診

8月 23日（日）：8時～受付 美里支所 ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月 29日（日）：8時～受付 総合福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○

～ご注意下さい～
医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・がん検診）を受けられる場合、事前に医療機関に連絡してから、お受け下さい。
尚、胃がん検診（バリウム検診）は朝食を摂られた場合、検査できませんので、ご注意下さい。

※上記以外にも、医療機関（紀美野町・海南市内）での個別健診（国保特定健診・がん検診）や、国保被保険者の方は国保人間ドック・脳ドック・
歯科健診等もご利用いただけます。

詳細は保健福祉課までお問合せください。保健福祉課：℡４８９－９９６０（総合福祉センター内）

海南市・紀美野町から委託をしている指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
「障害福祉に関する制度を知りたい」「サービスの利用の仕方がわからない」など、障がいのある人や保護者、介護者などからのさ
まざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助などを行います。巡回相談は、原則予約となりますので、
直接事業所に連絡してください。（家庭訪問も行います。）
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

対　象　者 月　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・家族の方 ８月　４日（火） 総合福祉センター 
美里支所　　　　

9時 30 分～正午
13 時 30 分～ 16 時

野上厚生病院内
相談支援事業所
℡  489-2908

身体障がいや知的障がいの方・家族の方 ８月１９日（水） 総合福祉センター
美里支所　　　　

9時 30 分～正午
13 時 30 分～ 16 時

療育センターＡ
あ お い
ＯＩ

℡  483-0454

精神保健福祉ボランティア
講座を開催します
海南保健所･岩出保健所共催で地域の作業所等で精
神障害者を支援する精神保健福祉ボランティアの養
成講座を開催します。

◆日時 講義：９月１４日（月）
　　　９月３０日（水）
　　　１０月２９日（木）
　　　いずれも１３：３０～１５：３０
実習：１０月中に半日実施

◆場所 講義：紀の川市　貴志川保健福祉センター
　　　（旧貴志川町役場隣）
実習：近くの作業所等

◆参加費 無料（交通費等は自己負担）
◆参加対象 精神保健福祉ボランティア活動に関心の

ある方
◆問い合わせ 海南保健所　保健福祉課

℡　０７３－４８２－０６００

　メタボが気になる方も、健康体を維持したい方
も、もっと健康になりたい方も、まずは『望まし
い食習慣』を身につけることが一番！
　　　　　健康になれる食事や食習慣について、
　　　　　　　　みなさん一緒に学びましょう。
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児
童
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養
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て
い
る
方
へ

〈
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
〉

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
・
父
の
死
亡
な
ど
に
よ
り
父

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
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で
、
母
子
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庭
等
の
生
活
の
安

定
と
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立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉

の
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図
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と
を
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的
に
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て
い
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
け

て
い
る
方
は
、
８
月
３
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
、
現
況
届
を
紀
美
野

町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福

祉
課
ま
た
は
、
美
里
支
所
住
民
・

福
祉
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
等
で
現
在
支
給

が
停
止
さ
れ
て
い
る
方
も
必
ず
提

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ
く
固

定
資
産
税
特
別
措
置
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　
　

制
度
に
つ
い
て

　
　

二
級　

月
額　

３
３
，
８
０
０
円

　

な
お
、
受
給
者
に
一
定
額
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
、
ま
た
は
児

童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
け
て
い
る
方
は
、
８
月
３
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
、
所
得
状
況
届

を
紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
保
健
福
祉
課
ま
た
は
、
美
里
支

所
住
民
・
福
祉
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
所
得
制
限
等
で

現
在
支
給
が
停
止
さ
れ
て
い
る
方

も
必
ず
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）　

保
健
福
祉
課

　

℡　

４
８
９―
９
９
６
０

　

20
歳
未
満
で
身
体
や
知
的
ま
た

は
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
も

し
く
は
、
長
期
に
わ
た
る
安
静
を

必
要
と
す
る
病
状
に
あ
る
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
、も
し
く
は
母
、

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

〈
手
当
月
額
〉

　
　

一
級　

月
額　

５
０
，
７
５
０
円

　
（
農
林
水
産
関
連
業
種
は

５
千
万
円
超
）

　
（
土
地
に
つ
い
て
は
、
基
本
計

画
同
意
日
以
後
の
取
得
で
、
取

得
後
１
年
以
内
に
対
象
家
屋
等

の
建
設
に
着
手
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。）

④
取
得
期
間　

平
成
25
年
１
月
末
ま
で

　

企
業
立
地
計
画
等
に
つ
い
て

は
、
県 

商
工
観
光
労
働
部 

企

業
政
策
局 

企
業
立
地
課
（
℡

４
４
１―

２
７
５
３
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

　
（
℡
４
８
９―

５
９
０
５
）
へ

　

標
記
特
別
措
置
の
条
例
が
６
月

議
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
紀
ノ
川

流
域
地
域
基
本
計
画
（
以
下
「
基

本
計
画
」）
に
適
合
し
た
施
設
を

設
置
し
た
場
合
、
免
除
申
請
に
よ

り
３
年
間
固
定
資
産
税
を
免
除
し

ま
す
。

〈
要
件
〉

①
企
業
立
地
計
画
の
承
認
を
得
た

事
業
者

②
基
本
計
画
等
に
指
定
さ
れ
た
業

種
③
対
象
家
屋
、
対
象
構
築
物
及
び

対
象
土
地
の
取
得
価
額
の
合

計
額
が
２
億
円
超

　

償
却
資
産
は
、
土
地
や
家
屋
と

同
様
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
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ま
す
。
平
成
21
年
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分
償
却
資
産

の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
至

急
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
等
の
調
査
に
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り
事
業
用
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
た
方
に
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ま
し
て
は
、
随
時
に
申
告
書
を
お

送
り
し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

償
却
資
産
：
会
社
や
個
人
が
事
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の
た
め
に
用
い
て
い
る
構
築
物
、

機
械
装
置
等
を
い
い
ま
す
。
毎
年

１
月
１
日
の
状
況
を
１
月
31
日
ま

で
に
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
価
格
に
応
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て
固
定
資
産
税
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課
税
さ
れ
ま

す
。（
価
格
合
計
１
５
０
万
円
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満
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免
税
で
す
。）

償
却
資
産
の
申
告
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さ
れ
て

　
　
　

い
な
い
事
業
者
の
方
へ

基礎年金の給付について

　保険料納付要件（※）を満たした方は、６５歳から生涯受けら
れます。

平成２１年度年金額　　　　７９２，１００円
（上記金額は、保険料を全期間納めた場合の金額となります。）

（※）老齢基礎年金を受けるためには、保険料を納めた期間、保険
料を免除された期間、合算対象期間を通算した期間が原則２５年
間（３００月）以上あることが必要です。

合算対象期間とは
　年金額には反映されないため「カラ期間」と呼ばれていま
す。
① 昭和６１年３月以前に、国民年金に任意加入できる人が
任意加入しなかった期間

② 平成３年３月以前に、学生であるため国民年金に任意加
入しなかった期間

③ 昭和３６年４月以降海外に住んでいた期間などがありま
す。

老齢基礎年金

障害基礎年金

　国民年金に加入している間に初診日のある病気やケガで、法令
により定められた障害等級表（１級・２級）による障害の状態で
ある間受けられます。

平成２１年度年金額（定額）　　９９０，１００円（１級）
　　　　　　　　　　　　　　　７９２，１００円（２級）

＊１８歳到達年度の末日までにある子（障害の状態にある子は
２０歳未満）がいる場合は、子の人数によって加算が行われま
す。

＊障害基礎年金を受けるためには、一定の保険料納付要件が必要
です。

　国民年金加入中の方がなくなった時、その方によって生計を維
持されていた「子のいる妻」または「子」が受けられます。

平成２１年度年金額　　　１，０２０，０００円
（上記金額は、子が一人いる妻が受ける場合の金額となります。）

＊上記「子」とは、１８歳到達年度の末日までにある子（障害の
状態にある子は２０歳未満）をいいます。

＊遺族基礎年金を受けるためには、一定の保険料納付要件が必要
です。

遺族基礎年金

お問い合わせ　　住民課国民年金係　℡４８９－５９０3　　住民・福祉室　　　℡４９５－３４６４
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定額給付金・子育て応援特別手当
の申請は、もうお済みですか？

紀美野町臨時的任用非常勤職員の募集について
募集の内容は次のとおりです。

　定額給付金・子育て応援特別手当の申請期限が、迫って
きています。申請はお早めにお願いします。申請受付終了
は、９月２４日（必着）です。
　なお、申請書を紛失してしまった、申請書が届いていな
いなどの場合は、担当窓口にお問い合わせください。

税務課

勤務場所 紀美野町鎌滝636番地 
紀美野町自然体験世代交流センター

勤務内容 施設管理及び一般事務

募集人員 1名

雇用条件 平成21年7月1日現在、18歳以上60歳まで
の方
（定年は65歳です。）

雇用期間 平成21年10月 1日～平成22年3月31日
更新することがあります。

勤務時間 原則として、午前8時30分～午後5時30分です。
ただし、午後10時まで勤務する場合があります。

休　　日 毎週月曜日、火曜日、ただし、変更する場合があり
ます。

賃　　金 月額10万円（昇給、賞与、退職金：無し）

選考方法 面接試験

試験日時 平成21年9月16日（水）午前10時

試験場所 紀美野町中央公民館2階　視聴覚室

申込方法
及び締切

履歴書持参の上、8月31日（月）までに下記へ
お申込下さい。（受付は月曜日～金曜日の午前8時
30分から午後5時15分です。　　

申込先・
お問合せ先

紀美野町教育委員会生涯学習課（中央公民館℡
489-5915）又は教育委員会学事・生涯学習室（文
化センター℡495-9055）

紀美野町臨時職員の募集について
業務内容 地籍調査全般業務補助

募集人員 １名

雇用期間 平成２１年９月１日より６ヶ月程度

賃金 日額　１１，０００円

勤務時間 ８時３０分から１７時１５分 
（休憩１時間含む）

雇用条件 １８歳以上概ね６５歳までの人 
（山間部での作業に対応できる体力があり、鎌及び草
刈機又はチェーンソーを扱える人）

加入保険 健康保険、厚生年金保険、雇用保険

災害補償 和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約に
よる。

選考方法 面接試験

試験日時 ８月26日（水）午前９時３０分から

試験場所 紀美野町役場本庁２階２Ｂ会議室

申込み方法 
及び締切り

８月２０日（木）１７時１５分まで（土、日曜日除く） 
履歴書、運転免許証写し持参のうえ下記へ 
申し込んで下さい。

お問い合せ先 
及び申込み先

紀美野町役場総務課（℡４８９－２４３０） 
又は美里支所総務税務室（℡４９５－２０２１）

業務内容の 
お問い合せ先

美里支所内 
地籍調査課（℡４９５－３４６１）

NOSAI 和歌山中部からのお知らせです。
【園芸施設共済】
　自然災害などでビニールハウス・ガラス室等の施設が被害
を受けたとき、損害を補填し、農家の経営をバックアップし
ます。
　農家のみなさんの負担を軽くするため、掛金の半分を国が
負担しています。

　詳しいお問い合わせは和歌山中部農業共済組合
　海草支所　℡０７３―４８２―２２０５

定　額　給　付　金・・・総　務　課　℡489-2430
子育て応援特別手当・・・保健福祉課　℡489-9960

職業訓練生の募集
就職に有利な専門的知識や技能を習得します。

募集訓練科 ・テクニカルメタルワーク科
　（企業実習付）39歳以下
・テクニカルオペレーション科
・ビル管理科

訓練期間 平成21年10月１日 (木 ) ～
22年３月30日 ( 火 )

募集期間 平成21年７月31日（金）～９月４日（金）
受講料 無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先 独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山セ

ンター訓練課℡０７３（４６１）５６４９

平成 21 年度和歌山県下水道排水
設備工事責任技術者資格認定試験
主催 日本下水道協会和歌山県支部
試験日 平成21年11月 15日（日）
試験会場 （和歌山駅前）ＪＡビル（11月１日同会

場にて希望者に受験講習を実施）
申込書配布期間 ９月７日（月）～９月11日（金）まで
申込書受付期間 ９月14日（月）～９月18日（金）まで
申込書配布・
受付・
問い合わせ先

紀美野町　建設課：℡（０７３）４８９－
５９０４（直通）又は日本下水道協会和歌
山県支部：℡（０７３）４３５－１０９３

和歌山税関支署からのお知らせ
税関では、お預かりしている次の通貨・証券などをお
返ししています。
１．終戦後、外地から引き揚げて来られた方々が、上陸地の
税関又は海運局に預けられた通貨・証券など

２．外地の総領事館や日本人自治会などに預けられた通貨・
証券などのうち、その後日本に返還されたもの

お心当たりの方は税関へお問い合わせください。
御本人だけでなく、御家族の方も問い合わせや返還請求をす
ることができます。
保管証券返還の御案内は、大阪税関ホームページでも御覧い
ただけます。
大阪税関ホームページアドレス　http://www.customs.go.jp/osaka/
お問い合わせ先
   大阪税関　和歌山税関支署
   〒 640-8287   和歌山市築港6-22-2
　和歌山港湾合同庁舎内　　TEL 073 (428)3882

※申込書配布は県庁下水道課、県下水道公社及び各振興局でも実施しています。
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上
方
演
芸
会 
観
覧
者
募
集
!!

N
H
K
公
開
録
音

「
あ
な
た
に
届
け
こ
の
気
持
ち
」

〜 

写
真
付
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集
！
〜

　

誰
に
で
も
「
大
切
な
も
の
」

「
大
切
に
し
た
い
も
の
」
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
家

族
で
あ
っ
た
り
、
ペ
ッ
ト
で

あ
っ
た
り
。
一
人
ひ
と
り
違
っ

て
も
、
誰
か
に
と
っ
て
は
「
大

切
な
も
の
」
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
「
大
切
な
も
の
」

へ
の
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し

て
、
写
真
（
写
真
付
き
携
帯
電

話
や
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
デ
ー

タ
）
を
添
え
て
メ
ー
ル
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

県
内
在
住
、
通

勤
者

■
テ
ー
マ

「
わ
た
し
の
大
切
な
も
の
」

■
応
募
締
切　

９
月
30
日（
水
）

■
応
募
先
（e-m

ail

）

e1301111@
pref.w

akayam
a.

lg.jp

（
海
草
振
興
局
総
務
企

画
室
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

■
問
合
せ　

海
草
地
方
人
権
尊

重
の
社
会
づ
く
り
推
進
連

絡
協
議
会

電
話　

４
４
１―

３
３
４
４

■
そ
の
他　

応
募
方
法
の
詳

し
い
内
容
は
、
中
央
公
民

館
、
美
里
支
所
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
及
び
児
童

館
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

（作品例）

タイトル：歩み 
メッセージ：
一人歩きを始めた君、嬉し
くもあり、ちょっぴりさみ
しくもあり

ハンドルネーム：
甘えん坊のママ

返信

郵便番号
住　　所
名　　前

（往信用裏面）

①郵便番号
②住所
③名前
④電話番号

往信

NHK
和歌山放送局

「上方演芸会」係

（返信用裏面）

こちら側には
何も記入しな
いでください。

640-8556

■
日
時　

９
月
18
日
（
金
）

開
場　

午
後
６
時

開
演　

午
後
６
時
30
分

終
演
予
定　

午
後
８
時

■
会
場

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演

横
山
ホ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

ザ
・
ぼ
ん
ち

　

浮
世
亭
三
吾
・
美
ユ
ル

ほ
か
１
組

■
司
会　

小
野
卓
哉

（
N
H
K
和
歌
山
放
送
局
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
主
催

N
H
K
和
歌
山
放
送
局
・

紀
美
野
町
・
紀
美
野
町
教

育
委
員
会

■
問
合
せ

N
H
K
和
歌
山
放
送
局　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７

時
（
平
日
）

電
話　

４
２
４―

８
１
１
１

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

電
話　

４
９
５―

９
０
５
５

ザ・ぼんち 横山ホットブラザーズ

●
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
入

場
整
理
券
（
１
枚
２
名
様
分
）
を
お
送

り
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
や
必
要
事
項
の
記
入
に
不
備

が
あ
っ
た
場
合
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
個
人
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、
受

信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

９
月
４
日
（
金
）
必
着

　

観
覧
ご
希
望
の
方
は
、
郵
便
往
復
は
が

き
の
、
往
信
用
裏
面
に
「
郵
便
番
号
、
住

所
、
名
前
、
電
話
番
号
」
を
、
返
信
用
表

面
に
「
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
」
を
ご

記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
６
４
０―

８
５
５
６

　

N
H
K
和
歌
山
放
送
局

　
「
上
方
演
芸
会
」
係

■
締
め
切
り

■
観
覧
申
込
み
方
法

　

往
復
は
が
き
に
て
申
込
み

　
（
入
場
無
料　

※
要
整
理
券
）
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図
書
室
だ
よ
り

流
し
そ
う
め
ん
イ
ベ
ン
ト

　

青
竹
か
ら
作
っ
た
樋
や
器
、

箸
を
使
い
、
自
然
の
中
で
、
流

れ
る
そ
う
め
ん
を
食
べ
放
題
！

■
期
日　

８
月
９
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
11
時
〜午

後
２
時

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加
費　

小
中
学
生
500
円

高
校
生
以
上
700
円

小
学
生
未
満
無
料

■
申
込
み　

不
要

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群

特
別
観
望
会

　

夏
の
天
文
イ
ベ
ン
ト
、
ペ
ル

セ
ウ
ス
座
流
星
群
が
今
年
も

や
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は
月
明

か
り
が
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
見
づ

ら
い
で
す
が
、夏
の
星
た
ち
を
、

み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

■
期
日　

８
月
12
日
（
水
）

■
時
間　

午
後
８
時
〜
翌
午
前

３
時
ま
で
（
雨
天
中
止
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
み　

不
要

放
課
後
子
ど
も
教
室

夏
休
み
も
ふ
れ
あ
い
ル
ー

ム
で
、
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

■
中
央
公
民
館
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

19
日　

リ
サ
イ
ク
ル
工
作

26
日　

オ
セ
ロ
・
将
棋
を
し
よ
う

■
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

19
日　

日
本
地
図
パ
ズ
ル
で
あ

そ
ぼ
う

26
日　

牛
乳
パ
ッ
ク
工
作
を
し

よ
う

★
12
日
〜
16
日
は
、
お
盆
休
み

で
す
。

通
学
合
宿

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　

10
月
13
日（
火
）〜
17
日（
土
）

に
中
央
公
民
館
と
自
然
体
験

世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
を
生
活
の

場
と
し
て
、
異
年
齢
の
児
童
が

集
ま
り
、
通
常
の
学
校
生
活
を

送
る
中
で
、
生
き
る
力
を
育
む

た
め
に
通
学
合
宿
を
開
催
し
ま

す
。
夕
方
か
ら
都
合
の
付
く
時

間
で
、
調
理
な
ど
の
指
導
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

星
に
願
い
を

　

中
央
公
民
館
と
文
化
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
た
七
夕
飾
り

に
、
た
く
さ
ん
の
願
い
事
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

「
か
ん
じ
け
ん
て
い
う
か
り
ま

す
よ
う
に
。
」

「
お
お
き
く
な
っ
た
ら
い
ぬ
を

か
え
ま
す
よ
う
に
。
」

「
お
と
な
に
な
っ
て
も
み
ん
な

と
と
も
だ
ち
で
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。
」

「
背
が
い
ち
ば
ん
高
く
な
り
ま

す
よ
う
に
。
」

「
動
物
と
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
。
」

「
日
食
が
み
れ
ま
す
よ
う

に
。
」

「
ち
き
ゅ
う
お
ん
だ
ん
化
が
進

み
ま
せ
ん
よ
う
に
。
」

「
妹
の
世
話
を
た
く
さ
ん
で
き

ま
す
よ
う
に
。
」

「
マ
マ
が
長
い
き
し
ま
す
よ
う

に
。
」

「
無
事
に
健
康
な
子
ど
も
が
生

ま
れ
ま
す
よ
う
に
。
」

「
笑
顔
が
溢
れ
る
毎
日
と
な
り

ま
す
よ
う
に
。
」

み
な
さ
ん
の
願
い
事
が
か
な
い

ま
す
よ
う
に
！

お
は
な
し
会　

■
中
央
公
民
館

８
月
19
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　
　

１
時
間

（
野
い
ち
ご
の
会
の
皆
さ
ん
）

■
文
化
セ
ン
タ
ー

８
月
５
日
（
水
）

午
後
３
時
〜　
　

１
時
間

（
ほ
た
る
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

池
本
智
輝
（
第
一
保
）

井
上 

碧
（
野
小
１
年
）

松
本
紘
槻（
下
神
野
小
５
年
）

【
二
百
冊
】

中
原 

葵
（
野
小
２
年
）

【
三
百
冊
】

中
原
龍
一
郎
（
１
歳
）

【
五
百
冊
】

吉
見
成
未
（
第
二
保
）

【
八
百
冊
】

松
尾
知
晃
（
野
小
５
年
）

★
お
知
ら
せ
★

　

８
月
15
日
（
土
）
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
臨
時
休
室
い
た

し
ま
す
。
本
の
返
却
に
つ
き
ま

し
て
は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■「
あ
の
戦
争
か
ら
遠
く
離
れ
て
」

城
戸
久
枝
・
著

■「
訪
問
者
」　　
　

恩
田
陸
・
著

■「
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
・
フ
ィ
ー
ル
ズ
」

小
池
真
理
子
・
著

■「
厭
な
小
説
」

京
極
夏
彦
・
著

■「
は
じ
め
て
の
茶
の
湯
」

千
宗
左
・
著

■「
園
芸
大
百
科
」

田
中
幸
雄
・
著

■「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
敬
語

教
室
」　　
　
　

関
根
健
一
・
著

■「
皇
帝
に
も
ら
っ
た
花
の
た
ね
」

デ
ミ
・
著

■「
世
界
一
す
て
き
な
な
い
し
ょ
」

ク
リ
フ
・
ラ
イ
ト
・
著

■「
サ
カ
サ
か
ぞ
く
の
だ
ん
な
が

な
ん
だ
」　　
　
　

宮
西
達
也
・
著

文
化
セ
ン
タ
ー

■「
べ
っ
ぴ
ん
」

諸
田
玲
子
・
著

■「
神
去
な
あ
な
あ
日
常
」

三
浦
し
を
ん
・
著

■「
龍
神
の
雨
」

道
尾
秀
介
・
著

■「
ズ
ボ
ラ
さ
ん
の
お
弁
当
。」

今
泉
久
美
・
著

■「
か
ん
た
ん
、手
づ
く
り
シ
ュ

シ
ュ
」　　
　
　
　

菊
池
し
ほ
・
著

■「
あ
っ
ぱ
れ
！
て
る
て
る
王
子
」

コ
ヤ
マ
ス
カ
ン
・
著

■「
ね
こ
さ
ん
か
ぞ
く
の
み
ど
り

の
カ
ー
テ
ン
」　

津
田
直
美
・
著

■「
む
し
ば
い
っ
か
の
お
ひ
っ
こ

し
」　　
　

に
し
も
と
や
す
こ
・
著

■「
お
お
ご
え
ず
か
ん
」

新
井
洋
行
・
著他

夕飯の材料を買い物中
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児
童
絵
画
展
示

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
四
十

　
「
三
十
六
歌
仙
図
」

生
石
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
奮
闘
!!

茶
道
サ
ー
ク
ル
（
裏
千
家
）

野
上
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
優
勝
!!

■
種
別　

扁
額

■
名
称　

三
十
六
歌
仙
図

■
材
質
形
状　

板
地
著
彩

一
面
に
六
歌
仙
ず
つ
六
面

三
面
ず
つ
一
箱
に
入
、
計

二
箱

■
所
在
地
及
び
所
蔵
者　

紀
美
野
町
小
畑　

野
上
八
幡
宮

　

一
条
天
皇
の
時
、
藤
原
公き
ん

任と
う

が
選
任
し
た
と
い
う
三
十
六
人

の
歌
仙
、
即
ち
、
柿
本
人
麻
呂
・

紀
貫
之
・
凡
河
内
躬
恒
（
以
下

省
略
）
等
で
三
十
六
人
歌
集
又

は
歌
仙
歌
集
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

■
展
示
期
間　

10
月
末
ま
で

■
展
示
場
所　

中
央
公
民
館
・

役
場
本
庁
・
文
化
セ
ン

タ
ー
・
美
里
支
所

【
野
上
第
一
保
育
所
】

お
く
こ
う
が
・
く
り
や
ま
ゆ
う

な
・
い
わ
は
し
か
な
・
に
し
い

か
こ
・
い
ま
で
ゆ
つ
き
・
に
し

た
に
み
さ
き
・
や
ま
さ
き
ゆ
う

と
・
か
い
の
り
の
・
み
ち
う
え

は
る
と
・
や
ま
も
と
ゆ
う
だ
い

【
野
上
第
二
保
育
所
】

あ
ず
ま
わ
か
ば
・
な
か
ま
え

じ
ゅ
ん
と
・
な
か
は
ら
た
い
し
・

た
ぶ
ち
り
ほ

【
神
野
保
育
所
】

な
か
べ
や
く
る
み
・
か
と
う
ひ

ろ
き
・
な
か
ま
え
よ
し
ひ
ろ
・

な
が
の
か
の
ん
・
た
が
み
さ
わ
・

な
か
い
え
ま
ち
・
ひ
が
し
し
ば

あ
や
め

【
毛
原
保
育
所
】

よ
し
だ
か
い
と
・
ゆ
ば
そ
う
た

【
野
上
小
学
校
】

大
竹
優
星
・
橋
爪
玲
那
・
常
田

拓
志
・
松
尾
泰
斗
・
木
下
雛
花
・

平
松
祐
奈
・
浦
寿
々
香
・
新
谷

颯
一
朗
・
瀬
藤
天
・
松
本
想
代
・

山
本
紗
矢
香
・
西
岡
と
も
み

【
小
川
小
学
校
】

上
田
尚
弥
・
宮
下
天
翔
・
津
﨑

安
加
里
・
今
野
龍
真
・
中
谷
弦
・

野
原
凌

【
下
神
野
小
学
校
】

田
和
真
帆
・
新
谷
亮
実
・
油
谷

泉
里
・
辻
涼
・
土
井
麻
琴
・
辻

美
央

【
毛
原
小
学
校
】

松
元
彩
加
・
西
澤
和
久
・
坂
本

睦【野
上
中
学
校
】

峠
裕
貴
・
三
宅
洋
平
・
青
山
加

恵
衣
・
赤
阪
智
基
・
中
谷
裕
也
・

池
尻
真
由
子
・
徳
田
み
の
り
・

若
林
由
佳

【
美
里
中
学
校
】

浴
畑
香
穂
・
上
北
崇
弘
・
中
谷

亮【長
谷
毛
原
中
学
校
】

井
本
有
耶
・
山
路
逸
斗
・
平
井

有
生
穂

　

６
月
28
日（
日
）第
４
回
紀
美

野
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

大
会
剣
道
交
流
大
会
が
野
上
中

学
校
体
育
館
で
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
町
の
生
石
少
年
剣
道

ク
ラ
ブ
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

【
小
学
校
３
・
４
年
の
部
】

準
優
勝　

上
中
虹
輝

第
３
位　

松
本
航
輝

【
小
学
校
５
・
６
年
の
部
】

第
３
位　

上
中
麻
瑚

【
小
学
校
低
学
年
団
体
】

第
３
位　

生
石
Ａ（
松
本
航
輝
、

中
浴
成
美
、
上
中
虹
輝
）

【
小
学
校
高
学
年
団
体
】

準
優
勝　

生
石
Ｂ（
奥
田
有
哉
、

松
本
遥
奈
、
北
晃
知
）

久
保
拓
巳
君
、和
歌
山
国
体

強
化
指
定
選
手
に
選
ば
れ
る
!!

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

　

茶
道
サ
ー
ク
ル
（
裏
千
家
）
は
、

旧
野
上
・
旧
美
里
の
茶
道
サ
ー
ク

ル
が
紀
美
野
町
合
併
に
伴
っ
て
、

ひ
と
つ
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
は
現
在
、
10
代
か
ら
70
代

ま
で
11
名
で
、
四
季
折
々
の
お

茶
の
お
手
前
、
床
の
間
に
掛
け

ら
れ
る
掛
け
軸
、
お
茶
花
な
ど
、

橋
本
宗
雪
先
生
の
指
導
の
も
と
、

楽
し
く
お
稽
古
し
て
い
ま
す
。
春

は
文
化
協
会
展
、
秋
は
天
文
台

で
の
お
月
見
、
文
化
祭
で
お
茶

席
も
行
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
人
は
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

■お稽古日　毎月第２・４月曜
　　　　　　午後７時30分～
■場　　所　中央公民館和室

野上八幡宮扁額　三十六歌仙図

野上少年野球クラブの皆さん

　

７
月
５
日
（
日
）
紀
美
野
町

ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
、
第
30
回
毎

日
新
聞
社
杯
争
奪
少
年
野
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
よ
り
野
上
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
・
美
里
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

参
加
し
、
野
上
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
が
見
事
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

の
か
み
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

に
所
属
し
て
い
る
、
久
保
拓
巳

君
（
野
上
小
学
校
６
年
生
）
が

平
成
27
年
度
に
開
催
さ
れ
る
和

歌
山
国
体
強
化
指
定
選
手
（
80

ｍ
ハ
ー
ド
ル
）
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
久
保
君
は
小
学
校
１
年
生

か
ら
陸
上
を
始
め
、１
０
０
ｍ
・

走
り
幅
跳
び
・
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

に
出
場
し
、
数
々
の
大
会
や
記

録
会
で
入
賞
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
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学
校
だ
よ
り

天
文
台
だ
よ
り

　

た
の
し
い　

ま
わ
り
と
う

ろ
う
づ
く
り

社
会
体
験
研
修　

吉
田
隆
弘

　

歌
の
小
道

黒く

ろ

は

え

南
風
や
烏
合
の
衆
と
な
る
議
場　
　
　
　
　
　
　

岩
間
文
鳥

雲
行
き
を
眺
め
泰
山
木
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
な
を
み

ナ
イ
タ
ー
の
ボ
ー
ル
芝
生
に
糸
を
引
き　
　
　
　
　

岡　

哲
夫

一
日
は
夏な

つ

の野
に
充
て
る
旅
程
表　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

雨
降
り
は
神
の
気
紛
れ
梅つ

ゆ

で

み

ず

雨
出
水　
　
　
　
　
　
　

阪
口
早
苗

蜜
豆
の
三
粒
の
豆
を
夫
と
分
け　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

六
月
の
風
に
乗
り
来
る
瀬
音
か
な　
　
　
　
　
　
　

口
井
重
信

河か

じ

か鹿
鳴
く
宿
に
茶
粥
を
頂
け
り　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

雨
音
の
終
夜
の
果
て
の
梅
雨
出
水　
　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

道
行
け
ば
そ
こ
は
か
と
な
く
香
り
く
る

　
　
　

こ
れ
は
く
ち
な
し　

く
ち
な
し
の
花　
　

西
佐
古
祐
子

高
齢
の
生

し
ょ
う

老ろ
う

病び
ょ
う
し死

ま
ぬ
が
れ
ぬ

　
　
　

釈
迦
の
み
訓
お
し
え

其
の
も
の
と
な
り　
　
　
　

中
道
と
し
み

二
人
の
孫
育
て
ん
と
祖
母
二
人

　
　
　

ス
ク
ラ
ム
組
ん
だ
吾
等
戦
士
な
り　
　
　

西
山
カ
ズ
ヱ

真
夜
の
闇
破
り
て
啼
け
る
不ほ

と
と
ぎ
す

如
帰

　
　
　

し
み
じ
み
淋
し
一
人
は
淋
し　
　
　
　
　

上
中
前
澄
子

辞じ

せ

い世
の
句
な
ぞ
れ
ば
苔
の
こ
ぼ
れ
落
つ

　
　
　

今
年
も
春
は
め
ぐ
り
て
来
た
り

「
か
ね
て
よ
り
待
ち
つ
ヽ
あ
り
し
母
上
の
み
許も
と

に
ま
ゐ
る
今
日
の
う
れ
し
さ
」　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
大
将
参
謀
長　

武
藤　

章　

竹
本
セ
ツ
子

梨
・
楓
・
桜
ツ
ツ
ジ
の
大
柱
が

　
　
　

う
ね
り
よ
じ
り
て
大
屋
根
支
う
（
金き

ん

峯ぷ

山せ
ん
じ寺　

蔵ざ
お
う
ど
う

王
堂
）

段
木
幸
代

大
日
如
来
は
わ
が
守
護
ぼ
と
け
己
づ
か
ら

　
　
　

掌
を
合
は
し
け
り
若
葉
が
匂
ふ　
　
　
　
　

山
本
綾
子

厨く
り
や

辺べ

の
窓
ゆ
眺
む
る
す
み
れ
の
花

　
　
　

う
す
む
ら
さ
き
は
亡
夫
も
好
み
し　
　
　
　

吉
村
紀
子

「
保
育
所
と
の
交
流
」

紀
美
野
町
立
美
里
中
学
校

　

８
月
の
天
文
教
室
は
、
ま
わ

り
と
う
ろ
う
を
作
り
ま
す
。

　

お
盆
な
ど
に
よ
く
飾
ら
れ
る

こ
の
ま
わ
り
と
う
ろ
う
、
中
に

か
か
れ
て
い
る
絵
や
模
様
が
淡

い
光
に
映
し
出
さ
れ
、
ク
ル
ク

ル
回
る
様
子
は
と
て
も
幻
想
的

で
楽
し
い
も
の
で
す
ね
。

　

空
気
は
、
温
め
ら
れ
る
と
軽

く
な
っ
て
（
密
度
が
低
く
な
っ

て
体
積
が
増
し
）
上
に
の
ぼ
り

ま
す
。
天
文
台
に
来
て
望
遠
鏡

を
の
ぞ
く
と
、
星
が
キ
ラ
キ
ラ

と
ゆ
ら
め
い
て
見
え
ま
す
ね
。

あ
の
ゆ
ら
め
き
も
こ
の
空
気
が

上
に
の
ぼ
る
こ
と
で
お
き
る
こ

と
な
の
で
す
。

　

ま
わ
り
と
う
ろ
う
は
そ
の
力

を
利
用
し
て
、
と
う
ろ
う
の
中

の
羽
根
を
回
し
、
絵
や
模
様
を自分のかいた絵がまわるよ

動
か
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

夏
休
み
の
思
い
出
や
楽
し
い

絵
を
か
い
て
自
分
だ
け
の
ま
わ

り
と
う
ろ
う
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
日
時　

８
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

■
場
所　

天
文
台
・
月
の
館

■
参
加
費　

500
円

■
対
象　

小
中
学
生　
（
小
学

校
１
年
〜
３
年
は
保
護
者

同
伴
）

■
申
込
み　

事
前
申
込
み
必
要

（
定
員
先
着
20
名
）
み
さ
と

天
文
台
ま
で

　

美
里
中
学
校
で
は
日
本
の
伝

統
と
文
化
を
体
験
し
、
日
常
生

活
の
基
本
と
な
る
挨
拶
の
仕
方

な
ど
の
「
立
ち
居
振
る
舞
い
」

を
学
ぶ
「
茶
道
体
験
」
を
実
施

し
て
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
今

年
も
５
月
に
全
校
生
徒
と
保
護

者
が
、
お
茶
の
頂
き
方
や
お
菓

子
の
出
し
方
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
は
３

年
生
が
茶
道
体
験
の
成
果
を
活

か
し
神
野
保
育
所
の
年
長
児
を

美
里
中
学
校
に
招
待
し
て
、
お

手
前
を
披
露
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

茶
道
体
験
は
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
の
一
つ
の
取
組
み

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

家
庭
科
の
学
習
に
「
幼
児
の
生

活
」を
学
ぶ
内
容
も
あ
り
ま
す
。

３
年
生
に
と
っ
て
は
保
育
所
の

園
児
と
ふ
れ
合
う
中
で
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夏
休
み
に
入
っ
た
７

月
に
は
神
野
保
育
所
が
毎
年
実

施
し
て
い
る
「
夕
涼
み
の
会
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
テ
ン

ト
の
設
営
か
ら
模
擬
店
の
お
手

伝
い
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
保
育
所
と
中
学
校
と

の
交
流
は
、
紀
美
野
町
内
で
地

域
と
学
校
が
共
同
で
進
め
て
い

る
「
地
域
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
事
業
」
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
中

学
生
に
と
っ
て
、
保
育
所
の
園

児
と
の
交
流
は
、
地
域
の
一
員

と
し
て
の
意
識
を
育
む
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

上手くお手前出来たかな～！？
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子

☆
小
さ
な
手
で　

星
に
託
し
た　

大
き
な
思
い
☆

６月の消防の動き
●火災発生件数…０件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 19（１） （　） 19（１）
一 般 負 傷 ４（　） （　） ４（　）
交 通 事 故 ４（　） （　） ４（　）
そ の 他 １（　） （　） １（　）
合 計 28（１） （　） 28（１）
※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
は

平
成
21
年
９
月
６
日
（
日
）

　

７
月
７
日
の
七
夕
に
ち
な
み

町
内
の
各
保
育
所
で
「
防
火
七

夕
祭
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、「
ひ
あ
そ
び

し
ま
せ
ん
」・「
ひ
の
よ
う
じ
ん
」

と
い
っ
た
防
火
の
誓
い
や
「
ポ

ケ
モ
ン
に
な
り
た
い
」・「
プ
リ

キ
ュ
ア
に
な
り
た
い
」・「
サ
ッ

カ
ー
せ
ん
し
ゅ
に
な
り
た
い
」・

「
お
は
な
や
さ
ん
に
な
り
た

い
」・「
か
ん
ご
し
さ
ん
に
な
り

た
い
」
な
ど
と
色
々
な
願
い
の

こ
も
っ
た
短
冊
と
き
ら
び
や
か

な
飾
り
を
笹
い
っ
ぱ
い
に
吊
る

し
た
見
事
な
笹
飾
り
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
か
ら
い
た
だ
い

た
笹
飾
り
を
消
防
署
前
に
飾
り

つ
け
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど

道
行
く
人
へ
ひ
と
き
わ
華
や
か

に
防
火
の
Ｐ
Ｒ
を
果
た
し
て
く

れ
ま
し
た
。

消防署

野上第２保育所 野上第１保育所（年長）

毛原保育所 神野保育所 小川保育所

火
災
時
等
の
防
災
無
線
放
送

に
つ
い
て

　

町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜

滝
・
鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
火
災
時
等
の

防
災
無
線
放
送
に
つ
い
て
は
、

野
上　

長
谷
（
ノ
カ
ミ　

ナ
ガ

タ
ニ
）・
美
里　

永
谷
（
ミ
サ

ト　

ナ
ガ
タ
ニ
）、
野
上　

釜

滝
（
ノ
カ
ミ　

カ
マ
タ
キ
）・

美
里　

鎌
滝
（
ミ
サ
ト　

カ
マ

タ
キ
）
と
放
送
し
ま
す
の
で
お

聞
き
間
違
い
の
な
い
よ
う
注
意

し
て
下
さ
い
。

火
災
発
生
状
況
案
内
につ

い
て

　

町
内
で
の
火
災
発
生
状
況
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

℡
４
８
９―

６
６
７
７
に
お
掛

け
く
だ
さ
い
。（
火
災
状
況
が

録
音
さ
れ
て
い
ま
す
。）

１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　

指
令
室
で
は
、
常
に
２
名
で

受
信
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は

入
電
が
輻
輳
し
直
ぐ
に
受
信
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
先

に
入
電
し
た
受
信
対
応
を
完
了

次
第
直
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３
時

間
講
習
で
す
。

講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料　

無　

料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月
の

20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９―

６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実

施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で

の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。



2009・815

（平成21年６月末現在）

紀美野町面積128.31km2

人の動き
総人口………… 11,137人
 　男　………… 5,179人
 　女　………… 5,958人
 世帯数………… 4,629世帯

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）
３日（月）19:30 ～ 盆踊り講習会 長谷毛原中学校 商工会 495-2188
４日（火） 移動町長室【26日（水）】 美里支所 総務課

総務・税務室
489-5912
495-3471

５日（水）
〃　　
〃　　

8:30 ～
11:00 ～
19:30 ～

野外活動研修会
犬ねこの譲渡講習会【9日（日）・23日（日）】
盆踊り講習会

田辺市
県動物愛護センター
農村センター

青少年センター
県動物愛護センター
商工会

489-5909
489-6500
495-2188

６日（木）19:30 ～ 盆踊り講習会 中央公民館 商工会 495-2188
12日（水）20:00 ～ ペルセウス座流星群観望会 みさと天文台 みさと天文台 498-0305
15日（土）16:00 ～ 第４回きみの夏祭り 文化センター 商工会 495-2188
19日（水）13:00 ～ 行政相談【～15:00】 中央公民館・美里支所 総務課

総務・税務室
489-5912
495-3471

21日（金）19:30 ～ ナイター走ろう会 スポーツ公園 生涯学習課 489-5915
23日（日）
〃　　

12:00 ～
14:00 ～

ボーリング体験教室
工作教室「走馬灯」

紀の川市
みさと天文台

生涯学習課
みさと天文台

489-5915
498-0305

29日（土）13:00 ～ 少年メッセージ2009海草大会 中央公民館 青少年センター 489-5909
30日（日）19:00 ～ 錦織健テノールコンサート 文化センター 学事・生涯学習室 495-9055

８月

夏
休
み
特
別
企
画

「
紀
の
国
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」

参
加
者
募
集

コ
ー
ス

県
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
田

辺
市
）
↓
熊
野
古
道
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
４
㎞
（
熊
野

の
木
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト

体
験
）
↓
世
界
遺
産
熊
野
本

宮
館
↓
熊
野
本
宮
大
社

日　

時　

８
月
24
日
（
月
）

有
田
振
興
局 

８
時
出
発

定
員
・
費
用　

県
内
の
小
学
生

（
３
年
生
以
上
）・
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
（
保
護
者
ひ
と

り
に
つ
き
、
こ
ど
も
３
人
ま

で
同
伴
可
）　

40
名
/
昼
食

付
２
，
５
０
０
円
（
１
名
）

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
。

申
込
み　

ハ
ガ
キ
、
F
A
X

で
参
加
者
全
員
（
小
・
中
学

生
の
み
の
参
加
は
不
可
。）

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）、
電
話
番
号
を
８
月

17
日
ま
で
に
湯
浅
町
湯
浅

２
３
５
５―

１
有
田
振
興

局　

企
画
産
業
課

TEL
０
７
３
７―

６
３―

４
１
１
１

FAX
０
７
３
７―

６
４―

１
２
７
４

問
い
合
わ
せ

　

申
込
み
先
ま
で
。

｢ みんなで川を大切にしましょう。｣
美里河川一斉清掃のお知らせ

毎年住民の皆様に御参加を頂き、河川の一斉清
掃を行っています。
本年も住民の皆様のご参加をお待ちしておりま
す（作業は 2時間程度です）。

実 施 日　8月 29 日（土）
　　　　　※雨天の場合は 8月 30 日（日）
集合時間　8時 00 分

地 区 名 集 合 場 所
下神野地区 美里中学校グラウンド
上神野地区 自然体験世代交流センター
国吉地区 国吉多目的集会所
毛原地区 長谷毛原中学校グラウンド
長谷宮地区 旧 長谷小学校グラウンド
下真国地区 下真国交流センター駐車場
上真国地区 円明寺上北辰雄宅前

お問い合わせ先／美里河川愛護会　事務局　美里支所
住民・福祉室　（℡　495－3463）へ
連絡下さい。（締切り８月１７日まで）

　夏真っ盛り。８日には夏の全国高校野球大会が甲子園で
開幕します。全国の高校球児たちの熱い戦いが繰り広げら
れます。また、15 日（土）には「きみの夏祭り」が木の温
もり広場（文化センター内）で開かれ、花火大会をはじめ
盛り沢山なイベントが催されます。皆さんお誘い合わせの
うえご来場ください。
　毎日暑い日が続きますが、体調に十分注意され、この夏
をお過ごしください。

編 集 後 記



■入場料（全自由席）
2000 円（当日 2500 円）
前売りで完売した場合、当日券はありません。
未就学児のご同伴、ご入場はご遠慮ください。

■チケット販売開始
8 月１日（土）　販売時間は各施設の開館、営業時間内です。予約受付けはいたしま
せん。

■チケット販売場所
中央公民館　文化センター　役場美里支所　総合福祉センター　小川地区公民館
志賀野地区公民館　長谷毛原出張所　真国出張所　国吉出張所

■主　催　紀美野町　紀美野町教育委員会
■問合せ　紀美野町中央公民館　℡４８９－５９１５

2
0
0
9
. 8
　
広
報
き
み
の
　
第
4
4
号

「この一票　あすの政治に　たくす夢」
第45回衆議院議員総選挙　　　投票日　平成21年８月30日（日）

　８月 15 日（土）、紀美野町文化センターの
木の温もり広場で「第４回きみの夏祭り」が
開催されます。花火大会をはじめ盆踊りや色々
なイベントが開催されます。皆さんお楽しみ
ください。
　また、当日は交通規制がありますのでお早
めにご来場ください。（駐車場スペースに限り
がありますので、できるだけ乗り合わせてご
来場ください。）
　臨時駐車場から会場までの無料送迎バスに
ついては、別に配布していますチラシをご覧
ください。
　荒天の場合は８月 16 日（日）へ順延いたし
ます。但し、「仮面ライダー ディケイド」ショー
や他のステージイベントは中止となります。
◎お問い合わせ先
　　　きみの夏祭り実行委員会事務局
　　　　　（紀美野町商工会美里支所）
　　　℡　０７３－４９５－２１８８

日時：平成21年８月15日 (土 )　午後４時スタート
場所：木の温もり広場

（紀美野町文化センター内・下神野小学校隣）

第4回

きみの夏祭りきみの夏祭り

９月５日（土） 開場　午後6時　開演　午後6時30分
中央公民館大ホール
出演　鳥羽一郎・長保有紀

鳥羽一郎 長保有紀

町民癒しのコンサート町民癒しのコンサート町民癒しのコンサート

１６：００～　「仮面ライダー　ディケイド」ショー
１７：００～　大成高校・海南高校大成校舎総合音楽部

（ロックバンド）
１７：１５～　県立大成高等学校美里分校和太鼓部
１７：３０～　りら創造芸術高等専修学校（パフォーマンス）
１７：４５～　紀美野町吹奏楽団
１８：００～　紀美野ハワイアン－フラ
　　　　　　　（町内サークルによるハワイアン－フラダンス）
１８：１０～　紀州よさこい踊り
１８：２０～　ゆかたペアコンテスト（紹介）
１８：４０～　セレモニー
１９：００～　万　　灯（伝統文化の披露）
１９：１０～　野上八幡宮奉納太鼓「鼓々楽」
１９：２５～　小椋誠也（アコースティックライブ）
１９：５０～　盆踊り
２０：２０～　ゆかたペアコンテスト（結果発表）
２０：３０～　花火大会

第４回きみの夏祭りプログラム


